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成人鼠径ヘルニアに対ずるmesh plug法の検討
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WestartedtoemploymeshplugmethodforadultinguinalherniainApril1996and

haveexperiencedaseriesorl15casesuntil Sep tem ber1998,1nordertoevaluatetheuse-

餌 nessofmeshplu欝meもhod,these且15casesは TO叩 M)weyecomparedwithanotherまま5

easesundergoneeonven最onalheTniop旦aStyはTOuPB日n紘esameperiodf即 Ope相もing

time,suturemethod.timesneededanalgesics,hospitalstay,postoperativecomplication.

aLndTeetmenCerate.Op曽丁昆tingも血ewas嶺及±15minutes(meaLm土 呂もanぬrddeviation)

ingroupM,anditcameto40j:12minutesingroupB.Theskinwasclosedwiththe

buriedsuturein94CasesofgroupM andinonlytwocasesofgroupB.Si x ty -threepa-

tients摘5%)didnotneednarcotican昆1gesiesand77patients (67%)werediscba曙ed

w抽 inposもoperaもive6daysingroupM,butingro岬 B,2日 23%)and6縁3%)pa-

tients,respectively, Postoperativecomplicationswereobservedinfourpat-主entsfrom

eachgrOuPは5鶴).Twopaiientswithdirectherniain欝rOuPM experiencedTeeurrenCe

inthevicinityoftrhepubicbone. Incomparisonwithconventionalhernioplasty,the

meshplugmethodlessenspostoperativediscomfortsandminimizeshospitalstayby

usingt･heburiedsuture.
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猪 首

本邦における成人鼠径ヘルニアの手術はこれまでヘル

ニア嚢の処理に加え,ヘルニア門間囲および鼠径管後壁

を筋膜で補強する Bassini法および Bassini法に準

じた術式が主流を占めてきた.これらの従来法では筋膜

縫合部に緊張がかか り術後の痔痛が起きやす く,再発率

も10%に認めたとされる1).これに対 し,もensまon凝ee

hernioplast･yのひとつである meshplug 法は手持

が簡便で,術後痔痛が少なく,再発率も低いと報告され

ている2)3)4).当施設でも1996年 4月より meshplug

表1 背景因子

M群 (115例) B群 (115例) p-value
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法を導入し施行 しており,従来法との治療成練について

比較検討 したのでその評価を含め報告する.

研究対象および方法

meshplug法は,1996年 4月より1998年 9月まで

に施行 した 115例を対象とした.比較対象は,1994年 9

月よi)1998年 9月までに施行 した Bassini法の 115

例とした.両術式は 1996年4日より並行 して施行 され

たが対象の選択に対 し特別な軽作為抽出は行わなかった.

meshplug 法の手術術式 は BaTd 社 製 Maylex⑧

MeshPerFixTMpltl哲 を使用 し Ru洩ow の療法 5)

に準 じた.

今後,meshplug法はM群とLBassini法および

Bassini法に準 じた従来法をB群とする.M 群とB群

の 2群間で手術時臥 術後在院日数,坐薬と注射の術後

鎮痛剤使用状況,術後合併症および再 発率 を retro-

spectiveに比較検討 した.

統計学的有意差検定には,t検定,x 2検定を闘い,

p<0.05を有意差あ i)とした.背景因子の検定では x 2

検定を,手術時間,術後鎮痛剤使用回数,術後在院日数

の検定ではt検定を開いた.

成 績 (表1)

NS 1.背景因子

M群とB群では.男女比は4.8:1と6.7:1,平均

年齢は61歳と62歳であった.手術時の初発および再発の

比は,108:了と112:3であった.ヘルニアの型は間

接型.直接型および併存型が94:19:2と99:16:0で,

左右別では右,左および両側が61:49:5と66:42:7

であった.いずれも2群間で有意差は認められなかった.

表2 手術時間,舷膚縫合方法および術後輯過

M群 (115例) B群 (115例) p-Value

手術時間 (分)皮膚縫合方法埋没縫合 45士15(24-lo封94(81.7%) 40士12(1 5-100ー2(1.7%) p-0.0185P<0.CNX)1

結節縫合 0(0%) 95(82.6%)

スキンステイプラ- 21(18.3%) 18持5.7%)

術後合併症 4(3,5%) 4(3.5%)
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図1 術後鎮痛剤使用状況

2.手術時間 (表2)

手術時間は,M群では平均45±15分 (24--105分),B

群では平均40±12分 (15-loo介)で M 群において有

意に長かった.ただL.使丁肴縫合法を比較すると九･･I群

では埋没縫合が81.7Q/()と多いのに比べ B群では17.4%

と少なかった.

3.術後錘痛剤使用回数 (図1)

術後鎮痛剤使岡【り]散は,術後鎮痛剤を ､一度も使糊しな

い症例はM群では63例 (55%)とB群の27例 (23%)

に比べ高率であった.しかし,鎮痛剤を4回以上使用す

る症例もB群の6例よりは少ないがhl･Ⅰ評において4例

みられた.

4.術後在院E]数 (図2)

他の手術と同時にヘルニア手術を施行した4症例を除

いたM群111例と,_腸切除を伴った 1症例を除いた B

群 114例を対象とし検討した.平均[l数は,M群が 5.2

± 1.7日およびB群が7.1±0.8日で有意差はないが予

6E]1対句の退院数が九･･Ⅰ群では77人とB群の 6人よりも

多かった.さらに,M群では術後2日目から3日目の退

院が17人おり早期退院が可能であった.
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5.術後合併症および再発 (表2)

術後合併症は両群ともに115例中4例 (3.5%)に認

められた.その内谷は.礼,･Ⅰ群では皮下出血2例,創部感

染 1例および皮下水腫 1例であ-)たが meshの感染例

はなかった,B群では皮下出血2例.創部感染 1例およ

び創部llIi血1例であった.

術後早期再発は1998年9Fjの時点ではれ:Ⅰ群で115例

中2倒 し1.7%)に認められ,B群では認められなかっ

た.hl群の早期再発症例はいずれも直接型ヘルニアで,

再発部位は恥骨近傍であった.ITleShplug法開始後11

例日と22例日の症例で.再発時期は各々術後7El日と6

ケHi-≡∴-1であった.その後の症例では meshの恥骨への

結節縫合による固定を行っている.

考 察

Lichtenstein ら1)は -̀t.ension-freeplの概念を導

入し,1986年に prosthesisを開いたヘルニア修復術

を報答した.その後 Rutkow と RobbinsJ)が 1989

年に考案し1993年に発表 した meshplug法や Ger

ら6)が 1990年より導入した腹腔鏡下ヘルニア修復術へ

と発展してきた.いずれも.筋肉縫鮪は行わず mesh

による tension-freeの修復を行うため､後壁補強部に

緊張がかからず,衝後藤痛やつっぼり感が少なく早期社

会復帰が可能とされている.しかし,腹腔鏡下ヘルニア
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修復術は全身麻酔が必要で腹腔鏡下手術に習熟 していな

ければならず,手術時間も長いことおよび腹腔内旋器の

損傷や術後の腸管癒着による腸閉塞,腹壁癒痕ヘルニア

など従来の術式では起こり得ない合併症が報告 7ト 10)

されてお i)簡便ではない.これに対 して meshplug

法は腰椎麻酔,硬膜外麻酔および局所麻酔で施行でき,

手技は従来法と同じ解剖学的アプローチでヘルニア門の

完全閉鎖と後壁補強が簡単かつ確実に施行できる点で腹

腔鏡下ヘルニア修復術より優れていると考えられる2).

それゆえ,我々の施設でも1996年 4日よi.)meshplug

法を探周し施行した.

plug法では63刑 (550b)と Bassini法の27倒 し23射

に比 べ 多 かった.衝後藤痛が少ないとの報告は多くみ ら

れ3)lHl2)諸家の報告に一致し患者の負担が少ない手術

術式と思われる.術後在院平均日数は有意差がないもの

の,meshplug法では早期退院患者が多く術後 2か ら

3日で退院する患者もいた.スキンステープラを使用 し

た場合に按針後の退院を希望する患者が多いため,最近

では埋没法にして退院を促 しており,術後痔痛が少ない

ことよりmeshplug法で今後早期退院が増えるものと思

われる.実際,日本での報告では高齢者が多 く早期退院を

望まず入院期間が短 くならないとの報告 もあ り11ト 15)

今後の検討が必要である,術後合併症は2群間で大 きな

差は認められず濃紫な合併症はなかった.meshpll唱

法での創部感染も軽度で meshの除去を要するような

感染ではなかった.諸家の報告でも合併症は少ないとさ

れ3)4田 上 13),meshの感染は Shulman ら16)の報告

では3019例に tension壷eeの鼠径ヘルニア修復術を

施行 し,感染例はわずか 2例 軋03%)と少なく拒絶反

応 も認めず安全であるとされる.手術時間は,mesh

plug法で45±15分であ-,たが,諸家の雑音では34.8-

62.4分 3)1且ト 13)17)潮 であ り他施設 と大 きな差はない.

Bassini法に比べ手術時間が平均で 5分長いが,これ

は皮膚縫合において埋没縫合が従来法に比べ割合が多い

ことも-因であると思われる.我々の施設では,鼠檀へ

ルニアの術者が研修医であることが多い.研修医による

手術が多い と手術時間が短縮 しない との報告 が あ

りig)18)習熟した外科医が街着となれば手術時間の短縮

は可能と思われる.

成人鼠径ヘルニア修復術に対する BaSSini法等に代

表される従来法の再発率は現在でも約ま0%前後 日 と報

告されている. リブ,Rutkow と RL)bbiIISのteIISioll

fTee手術の報告2)では,初発例2060例申3例 (0.1%),
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再発例343例中8例 (2.3%)で全体で 0.5%に再発を

認めたに過ぎない,我々の施設では.meshplug 法で

は2例に早期再発を認めた.いずれも鼠径管後壁が広範

に脆弱な直接型ヘルニアであり,恥骨結節近傍が再発の

ヘ ルニア門となっていた.これは,meshが恥骨結節近

傍で変位もしくは翻転 したために再発したと考えられる.

恥骨近傍の再発は報告されてお 炉 9ト 22)恥骨結節周囲

では nleSh を十分に広げるか固定すべ きとされる.当

院でも,meshが変位もしくは翻転 しないように mesh

を恥骨結節近傍に縫合固定 し.その後は再発を見ない.

再発の長期成績については今後の検討が必要である.

露 悪吾

1)nleShplug法は Bassini法に比べて術後痔痛

が軽微で,早期退院が可能である.

2)直接型ヘルニアに対する手術では恥骨結節近傍の

再発予防の工夫が必要である,
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